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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期
第２四半期
連結累計期間

第63期
第２四半期
連結累計期間

第62期

会計期間

自  平成23年
　　１月１日
至  平成23年
　 ６月30日

自  平成24年
 　１月１日
至  平成24年
　 ６月30日

自  平成23年
　 １月１日
至  平成23年
　 12月31日

売上高 (千円) 10,416,27310,516,18420,332,183

経常利益 (千円) 659,211 336,007 916,222

四半期(当期)純利益 (千円) 339,415 159,797 402,219

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 329,779 173,345 391,172

純資産額 (千円) 10,739,70010,752,95210,690,302

総資産額 (千円) 17,882,96017,879,01617,736,920

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 18.41 8.67 21.82

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 60.1 60.1 60.3

営業活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) 1,510,4321,487,2311,511,990

投資活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) △1,389,735△428,679△1,624,695

財務活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) △341,476△343,683△683,137

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高

(千円) 1,368,0231,507,829792,960

　

回次
第62期
第２四半期
連結会計期間

第63期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自 平成23年 
　　４月１日 
至 平成23年 
　 ６月30日

自 平成24年 
　４月１日 
至 平成24年 
　 ６月30日

１株当たり四半期　　純
利益金額

(円) 6.01 1.06

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　「売上高」には、消費税等は含まれておりません。

３　第62期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当企業集団(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

　

EDINET提出書類

カンロ株式会社(E00378)

四半期報告書

 3/20



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更等はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復傾向にありましたが、ここにきて

欧州債務危機の再燃、原油高・円高の進行懸念、原発停止に伴う電力不足など、先行きは一層不透明

感を増してきました。 

菓子業界におきましては、依然として消費マインドは回復せず、小売業間・メーカー間の価格競争

が一層厳しくなる中、原油高に伴う材料価格の上昇など、メーカーの収益環境は引き続き圧迫される

こととなりました。 

このような経営環境の下、当企業集団は、主力ブランド商品の積極的な売上拡大に努めると共に、

新チャネル開拓に向け、平成24年6月28日にＪＲ東京駅地下１階のエキナカ商業施設「グランスタ」

の新エリア（丸の内坂エリア）に当社初の直営店「ヒトツブカンロ」をオープン致しました。生産

部門においては、安全・安心な商品づくりのため品質管理強化に取り組み、また全社をあげて業務改

善活動を実施しコスト削減にも取り組みました。 

売上につきましては、袋キャンディは、袋のど飴群の売上が前年に対し減少したことを主因に、前

年同期比1.2％減少となりました。ポケットキャンディは、グミ群が前年に対し減少したものの小袋

ソフト群が増加したことにより、前年同期比1.1％増加となりました。また素材菓子については、前年

は東日本大震災の影響で一部商品の販売中止がありましたが、当上期には既に再開した商品もあり、

加えて新商品が好調に推移したことにより、前年同期比12.6％増加となりました。以上の結果、売上

高は前年同期比99百万円(1.0％)増収の105億16百万円となりました。 

利益につきましては、売上高は増加したものの、利益率の高いのど飴群やグミ群の売上が減少した

ことにより売上原価率が上昇し、売上総利益は前年同期比31百万円(0.7％)減益の47億９百万円とな

りました。また、競争激化による販売促進費の増加と、前年は東日本大震災の影響で広告宣伝を控え

たこともあり広告宣伝費が増加したことを主因に、販売費及び一般管理費については前年同期比３

億49百万円（8.6％）増加の44億26百万円となりました。

この結果、営業利益は前年同期比３億81百万円(57.4％)減益の２億82百万円、経常利益は朝日工場

新設に伴う助成金収入などから営業外収益が前年同期比55百万円増加するものの、前年同期比３億

23百万円(49.0％)減益の３億36百万円、四半期純利益は前年同期比１億79百万円(52.9％)減益の１

億59百万円となりました。 
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ１億42百万円（0.8％）増加し

178億79百万円となりました。これは主に現金及び預金が７億14百万円増加しましたが、売上債権が

４億55百万円、有形固定資産が１億24百万円減少したことによるものです。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ79百万円（1.1％）増加し71億26百万円となりました。これ

は主に未払費用が２億97百万円増加しましたが、長期借入金が分割返済分２億円減少したことによ

るものです。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ62百万円（0.6％）増加し107億52百万円となりました。こ

れは主に四半期純利益１億59百万円による増加と、配当金１億10百万円の支払によるものです。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前第２四半期連結累計期間末に比

べ１億39百万円増加し15億７百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動による資金は、14億87百万円（前年同期比23百万円減少）の収入となりました。 

これは主に税金等調整前四半期純利益３億28百万円、減価償却費５億66百万円、売上債権の減少４

億55百万円、未払費用等のその他の増加２億87百万円により資金が増加しましたが、法人税等の支払

１億19百万円により資金が減少したことによるものです。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動による資金は、４億28百万円（前年同期比９億61百万円減少）の支出となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出４億20百万円によるものです。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動による資金は、３億43百万円（前年同期比２百万円増加）の支出となりました。 

これは主に長期借入金の返済による支出２億円及び配当金の支払１億10百万円によるものです。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は１億75百万円であります。 
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,544,505 19,544,505
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数1,000株

計 19,544,505 19,544,505― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 19,544,505 ― 2,864,249 ― 2,141,805
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(6) 【大株主の状況】

（平成24年６月30日現在）

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目３－１ 5,317 27.20

株式会社榎本武平商店 東京都江東区新大橋２丁目５－２ 1,122 5.74

カンロ共栄会 東京都中野区新井２丁目１０－１１ 891 4.55

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 865 4.42

株式会社みずほ銀行
東京都中央区晴海１丁目８－１２
（常任代理人）
資産管理サービス信託銀行株式会社

860 4.40

三井住友信託銀行株式会社
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 
（常任代理人） 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

808 4.13

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２－１ 605 3.09

株式会社山口銀行
東京都中央区晴海１丁目８－１２
（常任代理人）
資産管理サービス信託銀行株式会社

400 2.04

宮本眞也 東京都杉並区 220 1.12

井村屋グループ株式会社 三重県津市高茶屋７丁目１－１ 220 1.12

計 ― 11,308 57.85

(注) 上記のほか当社所有の自己株式1,109千株（5.67％）があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

（平成24年６月30日現在）

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,109,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

18,323,000
18,323 ―

単元未満株式
普通株式

112,505
― ―

発行済株式総数 19,544,505 ― ―

総株主の議決権 ― 18,323 ―

(注) 「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己保有株式180株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

（平成24年６月30日現在）

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
カンロ株式会社

東京都中野区新井２丁目
１０－１１

1,109,000― 1,109,0005.67

計 ― 1,109,000― 1,109,0005.67

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人ト―マツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 862,960 1,577,829

受取手形及び売掛金 4,798,593 4,343,298

商品及び製品 381,622 400,927

仕掛品 303 26,829

原材料及び貯蔵品 190,361 185,976

その他 426,744 373,396

流動資産合計 6,660,586 6,908,258

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,840,737 7,854,448

減価償却累計額 △4,162,200 △4,269,590

建物及び構築物（純額） 3,678,537 3,584,858

機械装置及び運搬具 11,886,203 12,193,915

減価償却累計額 △7,765,546 △8,036,938

機械装置及び運搬具（純額） 4,120,657 4,156,977

土地 1,987,222 1,987,222

建設仮勘定 102,996 41,872

その他 1,001,927 1,043,959

減価償却累計額 △717,486 △765,468

その他（純額） 284,440 278,490

有形固定資産合計 10,173,854 10,049,421

無形固定資産 72,291 73,832

投資その他の資産

投資有価証券 321,720 340,399

その他 508,468 507,104

投資その他の資産合計 830,188 847,504

固定資産合計 11,076,334 10,970,758

資産合計 17,736,920 17,879,016
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,588,050 1,640,783

短期借入金 400,000 400,000

未払金 533,563 464,415

未払費用 1,302,579 1,600,552

未払法人税等 123,919 125,216

賞与引当金 207,164 132,779

役員賞与引当金 30,000 20,750

その他 144,604 190,699

流動負債合計 4,329,883 4,575,198

固定負債

長期借入金 1,200,000 1,000,000

退職給付引当金 1,201,777 1,220,108

役員退職慰労引当金 192,300 208,180

その他 122,657 122,576

固定負債合計 2,716,734 2,550,864

負債合計 7,046,618 7,126,063

純資産の部

株主資本

資本金 2,864,249 2,864,249

資本剰余金 2,642,796 2,642,796

利益剰余金 5,499,954 5,549,138

自己株式 △298,860 △298,943

株主資本合計 10,708,139 10,757,241

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △17,836 △4,288

その他の包括利益累計額合計 △17,836 △4,288

純資産合計 10,690,302 10,752,952

負債純資産合計 17,736,920 17,879,016
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 10,416,273 10,516,184

売上原価 5,675,608 5,806,572

売上総利益 4,740,664 4,709,611

販売費及び一般管理費 ※1
 4,076,621

※1
 4,426,619

営業利益 664,042 282,992

営業外収益

受取利息 311 256

受取配当金 5,585 5,144

技術指導料収入 1,557 1,533

違約金収入 14,750 －

助成金収入 － 70,000

その他 7,503 7,808

営業外収益合計 29,707 84,743

営業外費用

支払利息 14,751 11,706

退職給付費用 15,747 15,747

その他 4,040 4,274

営業外費用合計 34,539 31,727

経常利益 659,211 336,007

特別利益

投資有価証券売却益 － 183

特別利益合計 － 183

特別損失

固定資産除却損 1,788 7,082

減損損失 11,802 544

投資有価証券評価損 4,093 －

たな卸資産評価損 13,074 －

入会保証金売却損 183 －

東日本大震災関連損失 25,349 －

特別損失合計 56,292 7,626

税金等調整前四半期純利益 602,918 328,564

法人税、住民税及び事業税 235,000 124,600

法人税等調整額 28,503 44,166

法人税等合計 263,503 168,766

少数株主損益調整前四半期純利益 339,415 159,797

四半期純利益 339,415 159,797
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 339,415 159,797

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,636 13,548

その他の包括利益合計 △9,636 13,548

四半期包括利益 329,779 173,345

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 329,779 173,345

EDINET提出書類

カンロ株式会社(E00378)

四半期報告書

13/20



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 602,918 328,564

減価償却費 549,061 566,345

賞与引当金の増減額（△は減少） △114,233 △74,384

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000 △9,250

退職給付引当金の増減額（△は減少） 55,649 18,330

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △29,700 15,880

受取利息及び受取配当金 △5,897 △5,401

支払利息 14,751 11,706

固定資産除却損 1,788 7,082

減損損失 11,802 544

投資有価証券評価損益（△は益） 4,093 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △183

たな卸資産評価損 13,074 －

入会保証金売却損益（△は益） 183 －

東日本大震災関連損失 25,349 －

売上債権の増減額（△は増加） 737,625 455,294

たな卸資産の増減額（△は増加） 33,116 △41,444

仕入債務の増減額（△は減少） △104,431 52,733

その他 △10,377 287,505

小計 1,769,777 1,613,322

利息及び配当金の受取額 5,853 5,330

利息の支払額 △14,923 △11,831

法人税等の支払額 △230,814 △119,589

東日本大震災関連損失の支払額 △19,459 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,510,432 1,487,231

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,290,459 △420,623

無形固定資産の取得による支出 △4,357 △12,137

その他 △94,919 4,082

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,389,735 △428,679

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △200,000 △200,000

リース債務の返済による支出 △31,010 △33,477

自己株式の純取得額 △199 △82

配当金の支払額 △110,266 △110,122

財務活動によるキャッシュ・フロー △341,476 △343,683

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △220,779 714,868

現金及び現金同等物の期首残高 1,588,802 792,960

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,368,023

※１
 1,507,829
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

代理店手数料 1,333,591千円 1,364,067千円

賞与引当金繰入額 71,517千円 69,487千円

役員賞与引当金繰入額 20,000千円 20,750千円

退職給付費用 60,061千円 63,361千円

役員退職慰労引当金繰入額 13,080千円 15,880千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

現金及び預金 1,438,023千円 1,577,829千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △70,000千円 △70,000千円

現金及び現金同等物 1,368,023千円 1,507,829千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日
定時株主総会

普通株式 110,618 6.00平成22年12月31日 平成23年３月31日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年８月４日
取締役会

普通株式 110,615 6.00平成23年６月30日 平成23年８月31日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日
定時株主総会

普通株式 110,613 6.00平成23年12月31日 平成24年３月30日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月８日
取締役会

普通株式 110,611 6.00平成24年６月30日 平成24年８月31日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年６月30日）及び当第２四半期連結累

計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年６月30日）

当社及び当社の連結子会社の事業は菓子食品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目 　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 　 18.41円 8.67円

 (算定上の基礎) 　 　 　

四半期連結損益計算上の四半期純利益 (千円) 339,415 159,797

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益 (千円) 339,415 159,797

普通株式の期中平均株式数 (千株) 18,436 18,435

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

第63期（平成24年１月１日から平成24年12月31日まで）中間配当については、平成24年８月８日開催の

取締役会において、平成24年６月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行

うことを決議いたしました。

　　１　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 110,611千円

　　２　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6.00円

　　３　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　　平成24年８月31日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成２４年８月８日

カ  ン  ロ  株  式  会  社

　　取  締  役  会   御  中

　

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    林    功    幸    

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    田    村          剛    

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカ
ンロ株式会社の平成２４年１月１日から平成２４年１２月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間（平成２４年４月１日から平成２４年６月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２４年１月
１日から平成２４年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期
連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期
レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カンロ株式会社及び連結子会社の平成２４年
６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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